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県
外
研
修
の
旅
か
ら

高

　
昨
年
の
夏
、
約
〕
ヵ
月
の
日
程

で
、
北
海
道
へ
県
外
研
修
生
と
し
て

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
県
で
こ
の

事
業
が
は
じ
め
ら
れ
て
か
ら
四
年
目

で
、
私
達
は
四
回
目
の
研
修
生
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
．
い
ま
ま
で
は
、

そ
の
派
遺
先
は
主
に
関
東
方
面
だ
っ

た
の
だ
が
、
今
年
度
は
お
も
む
き
を

か
え
て
、
北
海
道
に
派
遺
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
．
新
潟
市
に

あ
る
「
県
青
年
の
家
」
で
の
三
日
間
の

事
前
研
修
の
後
、
七
月
十
六
日
の
朝

青
森
行
き
急
行
「
日
本
海
」
で
北
海

道
に
向
っ
て
出
発
し
た
．
一
行
は
引

卒
者
二
名
、
研
修
生
三
十
名
（
男
二

十
八
名
、
女
二
名
）
で
あ
る
．

　
◎
札
幌
市
と
そ
の
周
辺
見
学

　
翌
十
七
日
早
朝
に
札
幌
に
着
く
．

一
昼
夜
の
強
行
軍
だ
っ
た
の
で
午
前

中
は
休
養
。
午
後
か
ら
道
庁
の
方
麦

か
ら
現
地
の
概
況
に
つ
い
て
教
わ

る
。
市
内
見
学
は
さ
て
お
い
て
、
町

村
（
ま
ち
む
ら
）
牧
場
と
酪
展
大
学

見
学
に
つ
い
て
少
し
述
べ
よ
う
と
お

も
う
．
町
村
牧
場
は
札
幌
の
隣
、
江

別
市
に
あ
り
、
道
内
で
も
五
指
に
入

る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
牧
場
で
、
百
頭

余
乳
牛
が
い
る
．
こ
の
中
に
全
国
的

に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
能
力
牛
が
何

頭
か
い
る
。
乳
を
搾
る
こ
と
よ
り
も

良
い
牛
を
作
り
出
す
こ
と
に
主
眼
が

あ
る
よ
う
に
さ
え
お
も
え
た
。
放
牧

橋

信

雄

は
せ
す
日
中
だ
け
運
動
場
に
出
す
。

こ
の
柵
の
中
に
私
達
が
三
十
名
も
ワ

イ
ワ
イ
と
入
っ
た
の
で
あ
る
が
、
牛

は
い
っ
こ
う
に
動
じ
る
気
配
も
な

く
、
恐
る
恐
る
近
よ
っ
て
さ
わ
っ
て

み
る
が
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
い
る
。
何

＋
頭
の
牛
が
そ
う
な
の
だ
か
ら
お
ど

ろ
き
入
っ
た
。
そ
の
上
、
ダ
方
出
口

の
柵
を
と
る
と
ノ
ッ
ッ
リ
ノ
ッ
ソ
リ

自
分
の
牛
舎
に
間
違
い
な
く
も
ど
っ

て
行
く
o
い
か
に
よ
く
し
つ
け
ら
れ

て
い
る
か
牛
に
教
え
ら
れ
た
。
ま
た

こ
の
飼
料
に
は
良
質
の
乾
草
が
多
く

使
わ
れ
て
い
た
、
何
十
町
歩
も
あ
る

牧
草
畑
に
一
面
に
ル
ー
サ
ン
が
繁
っ

て
い
た
。
ル
ー
サ
ン
は
牧
草
中
、
最

も
栽
培
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
．

に
も
か
＼
わ
ら
す
こ
れ
だ
け
立
派
な

牧
草
畑
が
あ
る
の
は
町
村
家
の
先
代

か
ら
の
土
地
改
良
の
努
力
の
た
ま
も

の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

れ
だ
け
立
派
な
牛
と
頭
数
の
あ
る
の

は
、
米
国
で
も
A
級
の
上
に
入
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
町
村
の
歴
史
は
五

十
年
あ
り
、
そ
の
長
年
の
努
刀
が
今

日
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
こ
と
を

教
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
道
内
を
ま
わ

っ
て
み
て
も
酪
農
家
の
す
ぺ
て
が
、

酪
農
家
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
は
十
年

の
年
月
が
必
要
だ
と
話
し
て
い
た
。

　
酪
農
大
学
は
、
市
街
地
か
ら
す
っ

と
離
れ
た
ゆ
る
や
か
な
丘
の
上
の
緑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

の
中
に
、
色
と
り
ど
り
の
モ
ダ
ン
な

建
物
を
な
ら
べ
、
西
欧
の
絵
で
も
見

て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
．
北
海

道
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
西
欧
風
な
建

物
が
見
ら
れ
、
ま
た
往
宅
の
色
彩
が

目
だ
つ
。
こ
こ
の
学
長
が
郷
土
の
出

身
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
歓
待
さ
れ

る
。
学
長
が
一
行
を
応
接
間
に
招
じ

て
、
熱
弁
で
話
さ
れ
た
こ
と
は
特
に

印
象
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
要

旨
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。
「
農
民
の
生
活
を
同
上
さ
せ

る
に
は
、
農
民
が
も
っ
と
積
極
的
に

政
治
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
に
は
ま
す
も
っ
て
農
民
が

も
っ
と
も
っ
と
団
結
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
全
国
の
農
民
が
団
結
し

た
な
ら
ぱ
、
農
政
は
展
民
の
た
め
の

農
政
に
な
る
は
す
、
農
民
の
意
識
の

低
さ
が
現
在
の
生
活
を
貧
し
く
し
て

い
る
も
っ
と
も
大
き
な
原
因
で
あ

る
。
現
在
の
政
治
家
の
中
に
ほ
ん
と

う
に
農
民
の
代
表
た
る
人
が
何
人
い

る
た
ろ
う
か
。
国
に
於
い
て
、
県
に

於
い
て
…
…
。
農
民
は
、
も
っ
と
団

な
か
さ
と
文
芸

　
　
　
中
里
村
俳
句
会

　
　
二
月
投
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
仙

凍
結
を
の
が
れ
ん
と
し
て
水
急
ぐ

丈
余
の
雪
文
う
る
岩
に
氷
柱
垂
れ

雪
積
る
家
ま
ろ
や
か
に
藁
砧

［
結
し
て
自
分
達
の
要
求
を
政
治
に
反

㎜
映
す
べ
き
で
あ
る
。
団
結
し
て
要
求

の

一
す
る
こ
と
は
争
い
で
は
な
く
、
あ
く

一

一
譲
舘
饒
観
理

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
以
ド
次
号
）

「
雪
け
わ
し
く
の
字
の
老
の
咳
落
す

雪
晴
れ
の
山
系
跨
ぐ
飛
行
雲

雪
の
村
鶏
隔
く
こ
え
を
屋
根
に
聞
く

雪
咲
い
て
秘
境
の
如
し
朝
光
げ

　
一
業
に
生
涯
結
て
雪
に
栖
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

目
さ
む
れ
ぱ
唯
時
き
ざ
む
昔
三
ヵ
日

一
三
ヵ
目
鼠
や
作
業
衣
に
な
じ
み
な
り

何
鳥
か
一
声
高
く
寒
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
来
子

追
込
み
の
受
験
子
の
灯
を
愛
し
め
り

売
る
も
買
う
も
皆
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

雪
季
市

ち
ん
こ
ろ
の
細
工
楽
し
み
雪
季
而

一雪季
而
買
う
あ
て
も
な
く
唯
歩
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
峰

南
枝
咲
き
北
枝
は
寒
き
風
情
か
な

往
診
の
庭
に
一
輪
梅
の
花

　
　
俳
　
句

一　　
　
貝
野
中
三
A
　
南
雲
　
晴
司

一
木
枯
し
を
耳
に
ぶ
つ
け
て
冬
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
楽
　
正

｝
吐
く
息
の
白
さ
に
見
ゆ
る
寒
の
入
り
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脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
　
　
父
母
に
と
っ
て
は
、
春
に
備
え
　
土
の
発
展
を
願
う
大
人
に
な
る
の
　
業
技
術
の
間
題
、
こ
れ
か
ら
の
農

槌じろ端談議

の
音

　
「
い
ろ
り
火
近
く
縄

な
う
父
は
、
す
ぎ
し
菅

の
思
い
出
語
る
。
い
ろ

火
と
お
ろ
く
外
は
吹

鋸
」
な
ん
と
な
つ
か
し

い
雪
国
の
歌
で
あ
ろ

う
．
私
は
、
冬
の
生
活

に
と
っ
て
忘
れ
得
な
い

じ
ろ
端
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
、

◇
楽
し
い
じ
ろ
端
を
つ
く
り
た
い

　
じ
ろ
端
は
老
人
に
と
っ
て
現
在

ま
で
の
努
力
の
後
を
し
の
ぶ
と
と

も
に
過
去
を
美
し
く
語
る
場
で
あ

る
u

一
切
の
進
備
を
す
る
場
で
あ
り
、

子
ど
も
達
を
し
つ
け
る
な
ど
家
庭

教
育
の
場
で
あ
る
。
子
ど
も
達
に

と
っ
て
は
、
祖
父
母
か
ら
過
去
の

姿
を
聞
き
父
母
か
ら
は
、
現
実
の

姿
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
聞
き
し
　
や

が
て
巣
立
つ
に
必
要
な
準
備
を
体

験
す
る
場
で
あ
る
。
じ
ろ
端
に
は

赤
い
火
が
燃
え
て
世
代
を
異
に
す

る
親
＋
や
孫
が
、
水
入
ら
す
理
屈

ぬ
き
に
話
し
あ
っ
て
い
る
。
こ
れ

で
よ
い
の
だ
。
じ
ろ
端
は
一
家
団

簗
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
達
に
と
っ
て
は
楽
し
く
な
つ
か

し
い
思
い
出
を
つ
く
る
場
だ
。
じ

ろ
端
に
侮
の
な
い
生
活
を
送
っ
た

子
ど
も
こ
そ
、
将
来
親
を
思
い
郷

で
は
な
か
ろ
う
か
。

◇
よ
い
意
味
の
社
交
場
と
し
て

　
じ
ろ
端
は
、
雪
に
と
ざ
さ
れ

た
中
里
に
と
っ
て
、
近
隣
相
集

い
老
若
男
女
の
別
な
く
夜
を
徹
し

て
語
ら
う
場
で
も
あ
る
。
そ
れ
で

よ
い
の
だ
。
こ
の
む
つ
み
会
う
気

持
を
す
べ
て
の
面
に
生
か
し
て
こ

そ
民
主
政
治
が
成
り
立
つ
の
だ
．

「
善
き
こ
と
は
、
見
て
も
聞
き
て

も
悪
し
き
こ
と
見
ざ
る
聞
か
ざ
る

富
わ
ざ
る
ぞ
よ
き
」
じ
ろ
端
談
議

で
あ
り
た
い
．

◇
じ
ろ
端
を
村
づ
く
り
に
役
立
た

せ
た
い
。

じ
ろ
端
は
、
気
楽
に
話
し
あ
う

な
か
に
も
家
庭
経
済
の
問
題
、
農

村
の
あ
り
万
な
ど
有
意
義
に
し
て

建
設
的
な
意
見
が
出
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
。
話
題
が
出
る
だ
け
で

は
進
歩
発
展
が
な
い
。
更
に
こ
れ

を
お
し
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。

毎
日
の
新
聞
ラ
ジ
オ
は
幾
多
の
研

究
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
各

人
が
先
生
に
な
る
も
よ
し
、
ま
た

技
術
者
を
迎
え
指
導
を
う
け
る
も

よ
か
ろ
う
。
前
向
き
の
姿
で
一
歩

一
歩
前
進
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

で
あ
る
。

　
か
く
考
え
た
時
、
じ
ろ
端
を
再

認
識
し
、
じ
ろ
端
会
議
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
か
る
く
楽
し

い
村
づ
く
り
が
出
来
る
の
で
は
徽

か
ろ
う
か
。
　
（
三
井
田
立
身
）
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レ

冬
山
の
見
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
悲
劇
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
ミ
ョ
子

正
月
や
雪
下
の
枝
の
芽
も
堅
し

　
　
　
　
　
二
B
柳
　
照
子

大
雪
に
な
ら
す
に
春
へ
と
願
か
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
南
雲
市
郎

出
初
め
式
ボ
ン
ブ
に
そ
り
を
つ
け
に

け
り
　

三
A
関
　
シ
ノ

風
邪
親
子
診
察
椅
子
に
掛
け
か
わ
り

短

歌

　
　
　
　
貝
野
中
三
A
　
青
山
　
芳
丸

　
音
た
て
て
あ
ら
れ
降
る
道
水
び
た
し

　
積
っ
て
は
消
え
つ
い
に
積
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
楽
恵
子

　
い
そ
ぎ
ゆ
く
姉
の
足
あ
と
消
す
よ
う

　
に
雪
が
ひ
と
し
き
り
積
る
七
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
楽
　
正

　
冬
の
夜
遠
く
で
犬
の
声
や
め
ぱ
後
に

　
襲
う
は
長
い
静
け
さ

　
　
　
　
　
　
　
三
B
　
高
橋
　
清
子

　
太
陽
に
ま
ぶ
し
く
光
る
屋
根
の
端

　
冷
た
く
細
か
い
ツ
ラ
ラ
並
べ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
雲
春
良

　
雪
の
な
い
正
月
迎
え
婆
さ
ん
は

　
昔
も
あ
り
た
と
お
ろ
に
言
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
鼠
苗

　
不
似
合
の
部
屋
に
テ
レ
ビ
が
光
り
あ

　
り
競
争
の
激
し
さ
思
わ
せ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
楽
静
枝

　
冬
の
日
の
青
空
め
が
け
て
布
と
ん
ほ

　
す
し
あ
わ
せ
そ
う
な
母
さ
ん
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
雲
昌
子

　
リ
ン
ゴ
む
く
手
の
み
に
く
さ
よ
ナ
イ

　
フ
投
げ
や
は
り
こ
の
ま
ま
食
ぺ
ん
と

　
噛
じ
る
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毫
鮭
籔

蝸
所
難
霧
鯉

回
部
行
公
生
砥
動
1

一
－
　
村
　
　
　
数

月
価
発
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
現
在
人
口

役
場
機
構
改
革
な
る

二
月
五
日
付
課
制
し
く

　
中
里
村
役
場
で
は
、
中
部
酊
村
合

併
の
結
着
を
機
に
、
役
場
部
内
の
事

務
集
甲
、
合
理
化
を
計
る
こ
と
を
目

的
に
、
議
会
を
経
て
、
二
月
五
日
付

で
次
の
よ
う
な
機
構
改
革
を
実
施
し

た
。
　
大
要
は
課
制
を
設
け
、
従
来
鼻
散

し
て
い
た
類
似
業
務
を
統
括
し
、
命

令
系
統
の
確
立
と
人
亭
の
若
返
り
を

画
し
て
い
る
。

　
課
等
の
主
な
る
事
務
及
び
人
事

▽
企
画
課

一
、
長
の
秘
書
的
亭
項
に
関
す
る
亭

　
項
　
　
課
長
　
　
　
　
富
井
嘉
重

　
清
滝
満
重
郎
、
滝
沢
正
巳
、
井
之

　
川
友
一
、
滝
沢
ハ
マ

▽
行
政
課

①
職
員
の
進
退
及
び
身
分
に
開
す
る

　
亭
項

②
議
会
、
選
挙
及
び
村
の
行
政
一
般

　
に
関
す
る
亭
項

③
村
の
歳
入
歳
出
予
算
、
そ
の
他
財

務
に
関
す
る
事
項

④
戸
籍
及
ぴ
住
民
登
録
に
関
す
る
事

　
項

⑤
統
計
、
広
報
、
条
例
の
立
案
、
そ

　
の
他
、
他
課
に
属
し
な
い
事
項

　
　
課
長
　
　
　
　
志
田
義
三
郎

　
阿
部
安
栄
、
鈴
木
寛
巳
、
高
橋
念

　
江
U
徳
一
、
鈴
木
善
雄
、
柳
秀
子

　
南
雲
紀
子
、
村
山
正
光

▽
産
業
建
設
課

①
農
業
、
工
業
、
商
業
、
林
業
及
び

　
水
産
業
に
関
す
る
事
項

②
農
地
関
係
の
調
整
に
関
す
る
事
項

③
物
資
の
配
給
に
関
す
る
事
項

④
道
路
及
ぴ
河
川
に
関
す
る
事
項

⑤
住
宅
及
び
建
築
に
関
す
る
5
項

⑥
水
道
事
業
に
関
す
る
事
項

⑦
展
業
共
済
に
関
す
る
事
項

⑧
国
土
地
籍
調
査
に
関
す
る
事
項

⑨
そ
の
他
産
業
及
び
土
木
一
般
に
関

　
す
る
事
項

　
　
課
長
　
　
　
高
橋
交
平

　
樋
ロ
定
敏
、
鈴
木
与
八
、
村
山
孝

、
平
、
服
部
輝
雄
、
柳
栄
久
、
柳
英

作
、
斎
繕
正
孝
、
井
之
川
福
一
、

　
高
野
荘
一
、
上
原
秀
チ
、
竹
藤
嘉

　
寛
、
涌
井
昌
寿
、
富
井
一
男
、
藤

　
田
睦
、
阿
部
ミ
ツ
井
、
南
雲
辰
巳

▽
税
務
課

①
村
税
及
び
税
外
収
入
に
関
す
る
事

　
項

②
家
屋
、
地
籍
に
関
す
る
事
項

③
そ
の
他
税
に
関
す
る
事
項

　
　
課
長
　
　
　
山
田
正
平

　
上
原
千
代
の
、
南
雲
孝
敏
、
・
上
原

　
康
義
、
樋
口
よ
り
、
村
山
詔
軍
、

樋
口
も
と

▽
社
会
厚
生
課

①
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
項

②
社
会
保
障
に
関
す
る
事
項

③
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項

④
国
民
年
金
に
関
す
る
事
項

第一回臨時村議会開かる

⑤
国
民
健
康
保
鴎
及
び
診
療
所
に
関

す
る
事
項

⑥
保
育
所
に
関
す
る
亭
項

　
　
課
長
　
　
　
小
柳
定
夫

　
井
ノ
川
博
、
樋
口
信
治
、
南
雲
千

　
代
子
、
大
島
巌
、
井
ノ
川
洋
一
郎

　
鈴
木
卓
郎
、
村
山
し
す
な
、
羽
鳥

　
ヨ
リ
ヰ
、
樋
ロ
ミ
サ
オ
、
樋
熊
順

　
子（
診
療
所
）
後
藤
千
之
、
山
崎
一
夫

　
　
　
　
　
吉
楽
フ
サ

　
（
保
育
所
）
阿
部
ミ
ヨ
、
保
坂
サ
ト

　
　
　
　
　
樋
ロ
ノ
ブ
子

▽
収
入
役
室

頸
金
出
納
及
び
聲
に
関
す
る
肇

一
項

一
②
物
品
出
納
に
関
す
る
轟

｝
室
長
　
鈴
木
馨

｝
江
ロ
ツ
ヤ
、
井
ノ
川
カ
ツ

一㎝
▽
教
育
委
員
会
事
務
局

㎝
①
学
校
教
育
に
関
す
る
事
項

一、
②
社
会
教
育
及
び
公
民
舘
に
関
す
る

　
去
る
二
月
二
日
開
催
さ

れ
た
第
一
回
臨
時
会
は
村

条
例
の
新
設
、
改
正
、
各

会
計
の
追
加
更
正
予
算
の

検
討
を
中
心
に
お
＼
む
ね

次
の
よ
う
な
議
決
が
な
さ

れ
た
．
一
、
村
税
条
例
の
一
部
改

　
　
正

　
本
年
四
月
一
日
か
ら
村

民
税
の
扶
養
者
に
係
る
税

額
控
除
が
、
第
一
順
位
に

限
り
六
〇
〇
円
（
旧
二
〇

〇
円
）
に
引
上
げ
ら
れ
た

こ
と
．
又
青
色
専
従
者
は
八
○
○
円

（
旧
四
〇
〇
円
）
、
事
業
専
従
者
は

七
〇
〇
円
（
旧
三
〇
〇
円
）
に
各
々

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
。

　
固
定
資
産
税
に
お
い
て
は
税
率
を

一
・
八
％
（
旧
一
・
六
％
）
に
引
上

げ
る
こ
と
。

二
、
課
設
置
条
例
の
制
定

別
掲
の
と
お
り

三
、
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正

事
項
　
教
育
長
　
　
村
山
軍
英

上
原
隆
平
、
鈴
木
カ
ッ
ミ
、
樋
口

和
一
、
羽
鳥
直
嗣
、
滝
沢
貞
一

▽
倉
俣
運
絡
所

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
正
巳

▽
貝
野
連
絡
所

　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
慎
吾

　
人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
く
べ
ー
ス

ア
ッ
ブ
、
暫
定
手
当
の
新
設
、
そ
の

他
諸
手
当
の
改
革
が
な
さ
れ
た
こ
と

四
、
各
会
計
追
加
更
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
手
円
）

▽
一
般
会
計
（
追
加
）
三
、
四
五
七

　
（
累
計
）
一
一
五
、
八
一
〇

　
給
与
改
剖
に
よ
る
人
件
費
、
事
業

費
の
整
理
的
追
加
更
正
。

▽
簡
易
水
道
会
計
　
二
七
七

　
（
累
計
）
五
、
四
一
三

　
工
峯
費
請
負
差
額
、
公
債
費
の
減

少▽
農
業
共
済
会
計
　
七
〇
六

　
　
（
累
計
）
五
、
四
二
一

　
被
害
減
少
に
よ
る
共
済
金
の
更
正

▽
国
保
事
業
会
計
　
三
三
二

　
　
（
累
計
）
一
七
、
二
三
八

　
職
員
給
及
び
保
険
給
付
費
の
追
加

　
▽
国
保
拓
設
会
計
　
七
九

　
　
（
累
計
）
三
、
一
五
六

　
医
薬
品
購
入
費
追
加

㎜
五
、
請
願
審
査
の
結
果
報
告

・
▽
倉
俣
展
業
倉
庫
新
築
に
係
る
助
成

　
の
請
願
　
　
　
　
採
択

▽
本
屋
敷
老
朽
溜
池
改
修
に
係
る
助
ー

成
の
請
願
　
　
　
採
択

六
、
請
願
、
陳
情

▽
貝
野
診
療
所
の
開
診
に
関
す
る
請

願
　
　
　
　
　
採
択

▽
田
中
還
境
衛
生
モ
デ
ル
地
区
に
対

　
す
る
助
成
の
請
願
　
　
採
　
択

　
垂
●
§

村
奨
学
資
金

貸
与
希
望
者
受
付
中

　
　
－
二
月
末
日
ま
で
ー

　
中
里
村
育
英
事
業
委
員
会
で
は
、

昭
和
三
十
八
年
四
月
か
ら
の
村
育
英
『

資
金
貸
与
希
望
申
込
み
を
次
の
要
領

で
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

0
串
込
み
資
格

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
。
又
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る

者
で
、
大
学
入
学
を
希
望
し
て
い
る

人
。
又
は
現
に
大
学
在
学
中
の
人
。
…

②
貸
与
予
定
人
数

　
　
五
人
以
内

③
申
込
み
万
法

　
貸
与
希
望
者
は
、
次
の
書
類
を
添
…

え
て
二
月
末
日
ま
で
に
、
村
育
英
事
．

業
委
員
会
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

　
〔
イ
〕
資
金
貸
与
願
“
二
通

　
〔
ロ
〕
身
分
証
明
書
聾
一
通

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員

会
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

雪
崩
と
火
災
に

　
　
　
　
　
　
ご
注
意
〃

　
二
月
中
下
旬
と
も
な
れ
ぱ
、
大
雪

・
の
降
る
お
そ
れ
も
少
な
く
な
り
ま
す

が
、
暖
気
に
な
る
と
雪
崩
れ
の
発
生

し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
役
場

警
察
署
、
消
防
団
な
ど
で
は
、
こ
れ

｝
か
ら
春
先
ま
で
の
雪
崩
れ
や
、
火
災

”
な
ど
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
村
民
の

｝
協
力
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
．
お
互

い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

．
◎
屋
根
雪
降
し
の
励
行

◎
住
宅
か
ら
道
路
ま
で
の
道
踏
み
励

　
行
’
◎
隣
接
家
屋
と
の
連
絡
確
保

｝
◎
停
電
時
の
備
え
に
燈
具
の
準
備

…
◎
火
気
の
取
扱
い
に
充
分
な
注
意
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嫁
の
き
て
の
」

な

よ
く
話
題
に
の
ぽ
る
こ
と
の
一
つ

に
、
農
叡
に
嫁
の
き
て
が
な
い
と
い

う
聞
題
が
あ
る
。
一
生
独
身
で
い
る

者
も
あ
る
ま
い
が
、
仕
方
な
く
、
で

な
け
れ
ぱ
嫁
が
な
い
の
で
は
入
変
な

こ
と
だ
。
何
故
農
家
の
嫁
に
な
り
た

が
ら
な
い
の
か
。

「
結
婚
し
て
も
主
人
が
勤
め
に
出
た

り
、
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
し
ま
い
主
人

と
離
れ
て
農
業
を
や
る
の
は
嫌
だ
」

「
展
家
の
生
活
が
よ
く
な
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
、
ま
だ
他
の
職
業
に
く

ら
ぺ
て
低
い
」

「
農
家
は
若
夫
婦
だ
け
の
時
間
や
、

部
屋
が
な
い
」

「
休
日
も
は
っ
き
り
し
な
い
し
、
労

働
時
聞
も
長
す
ぎ
る
」

　
等
六
が
話
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

中
に
は
、
自
分
た
ち
の
こ
こ
ろ
が
け

や
努
力
に
よ
っ
て
、
改
醤
さ
れ
る
こ

と
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
あ
る
程
度
ど

う
に
も
な
ら
な
い
間
題
も
あ
る
。

　
結
婚
し
て
も
、
主
人
が
勤
め
に
出

た
り
、
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
あ
と
を
一

人
で
あ
る
い
は
親
た
ち
な
ど
と
農
業

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
大

き
な
間
題
だ
。
だ
か
ら
農
家
に
嫁
に

行
き
た
が
ら
な
い
と
い
う
の
は
無
理

も
な
い
。
で
は
何
故
農
業
だ
け
で
や

っ
て
い
け
な
い
の
か
。
結
局
、
慶
業

収
入
が
少
な
い
の
で
出
塚
ぎ
等
の
農

い
農
家

外
収
入
を
得
な
け
れ
ぱ
．
程
展
が
低

い
と
い
わ
れ
る
今
の
生
活
で
さ
え
も

維
持
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
い
わ
れ
る
ま
で
も
な
く
充
分

承
知
な
筈
で
あ
る
。

　
展
業
収
入
の
少
な
い
原
因
は
何

か
。
い
ろ
く
な
点
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
自
然
的
条
件
の
不
良
、
経
営

規
模
が
零
細
、
し
た
が
っ
て
近
代
的

農
業
が
出
来
難
い
。
農
産
物
価
が
安

く
、
し
か
も
不
安
定
。
こ
れ
に
ひ
き

か
え
農
業
資
材
や
生
活
物
資
は
高

い
。
展
業
を
近
代
化
し
た
り
、
合
理

化
す
る
た
め
に
は
相
当
な
賢
金
が
必

要
で
あ
る
が
、
現
在
の
農
藁
関
係
の

資
金
は
ま
だ
高
率
で
、
農
畜
産
物
価

で
は
返
済
に
容
易
で
な
い
。
結
局
、

資
本
い
ら
す
に
手
っ
と
り
早
く
金
に

な
る
出
稼
等
の
仕
事
で
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
中
部
地
区
の
農
家
一
戸
当
り
平
均

耕
地
㈲
積
は
、
田
四
十
八
ア
ー
ル
、

畑
邑
十
九
ア
ー
ル
、
計
八
十
七
ア
ー

ル
で
あ
る
が
、
こ
の
程
度
の
経
醤
規

模
だ
と
、
続
済
的
に
は
昔
な
が
ら
の

鍬
鎌
農
業
の
手
作
業
が
適
当
で
、
そ

れ
は
そ
れ
な
り
に
調
和
の
と
れ
た
農

業
の
体
系
を
な
す
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
で
は
や
っ
ぱ
り
生
産
性

　
（
特
に
労
働
生
産
幟
）
が
低
い
。
と

『
に
か
く
兼
業
に
驚
さ
わ
ら
な
け
れ
ぱ

や
っ
て
い
け
な
い
農
家
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
し
、
ご
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
多
く
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

産業別就業者の動き中里村

一
人
員
一
　

4，646

4，799

△153
△3．2％

総　　数 第門次産業 第1二次躍業 第三次産業蓼調査年月

構成比 人員 構成比 人蜘構成比 人員
’曹『『一ρ

814

747

　67

構成比

17．5％

15．6％

　　　　日
響　一一一一・r－　r曹　－凹一　 一一『

昭35．！0・1

昭30．10・1

差引増減

増減率

100．0％

100．0％

3，279

3，487

△208
、△6・Oi

70●6％

72．6％ 565

△12

△21

553購勇

　　H．8％

　
総
八
口
の
減
少
率
（
七
・
一
％
）

に
比
較
し
て
、
厩
業
者
の
減
少
率

（
三
・
二
％
）
は
少
な
い
が
、
産
業

構
造
か
ら
み
る
と
第
一
次
産
業
（
農

林
業
）
に
お
い
て
飯
も
漸
い
減
少
率

（
六
・
○
％
）
を
示
し
て
い
る
。
専

業
、
兼
業
別
農
家
数
は
、
次
表
の
よ

う
に
、
わ
す
か
一
年
間
に
専
業
農
家

は
約
半
数
に
減
少
し
、
兼
業
農
家
は

第
一
次
、
第
二
次
と
も
に
五
十
～
六

十
％
増
え
て
い
る
．

種　　別 声数
昭和34年
　　r比率

　昭和35

轍1瞳
34年対
35年％

1一　一』
専　　　業 574 46．2 2361　：8．4

　5
47．1

第一極兼業 511 41．2 8ロ163・2 158．5

策二種兼業 156112．6 236i18．4151．2

兼　業　計
6671
53．8　　21，04713L6
　　6

156．9

合　　　計 1釧 100．0 1，283i且00．0

　　3
監03．4

　
次
に
農
奴
年
間
一
人
当
り
象
計
費

を
見
て
み
よ
う
。
当
地
区
某
部
落
の

四
戸
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
農
業
を
離
れ
て
の
兼
桀
収
入

も
少
な
い
し
、
農
業
収
入
も
少
な
い

か
ら
こ
の
程
度
の
生
活
費
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
。
一
診
以
ド
は

農
業
収
入
は
少
な
い
が
、
兼
業
収
入

が
多
い
か
ら
家
計
費
も
多
く
な
っ
て

い
る
の
だ
と
慰
う
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
農
染
が

㎜
如
何
に
不
利
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。
・

随
分
、
悲
観
的
な
諮
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
譜
も
こ
れ
で
よ
い
と
い
う

『
者
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
集
り
の
た
び

じ

一
ご
と
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
話
し
会

っ
て
い
る
こ
と
と
お
も
う
が
、
冬
の

期
間
に
し
っ
か
り
研
究
し
て
も
ら
い

た
い
。
普
及
所
も
出
来
る
だ
け
の
協

力
を
い
た
し
た
い
。
主
体
は
あ
な
た

監人当り

家計費
50，900円

54，400

62，200

62，700

57．000

塚族
i人員経営規槙農家別

6人

7
4
6

1，01診

1．16

0．55

0．95

A農家
B農家
C農家
D農家
平　均

　　　161，63q円

　　　l

　　　l　　　　66，449

1羅

　　　　62，650

　　　176，296

　　　163，706

，』■■■■■蘭圏■■■■r¶■■■剛闘閣国■甲剛幽9

0。3未満

0．3～0．5

05～1．O

l．0～1．5

1．5’》2．0

2．0以止

昭和35年

県農家階

属別平均

県農家平
均

　
以
上
の
よ
う
に
地
区
の
四
戸
平
均

は
、
県
平
均
に
比
し
六
千
七
百
円
も

少
な
い
。
県
の
階
層
別
の
録
餅
費
を

ロ
見
る
と
、
一
珍
以
上
は
規
模
が
大
き

一
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
家
計
費
は

多
く
な
っ
て
い
蒼
が
、
一
⑫
以
下
が

一
か
え
っ
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
一
診

一
か
ら
一
・
五
粉
が
一
番
少
な
い
が
、

方
で
す
。
共
女
に
嫁
の
き
て
が
あ
っ

て
困
る
よ
う
な
農
薬
と
農
叡
を
つ
く

る
べ
く
努
力
し
ま
し
よ
う
。
農
業
自

本
一
の
園
芸
部
門
の
一
位
は
百
五
ア

ー
ル
の
経
営
で
、
年
間
粗
収
入
三
百

五
十
万
円
を
突
現
し
た
と
い
う
。
環

一
境
条
件
は
悪
い
と
い
っ
て
庖
や
り
方

冥
ぞ
は
曝
吉
は
養
よ
く

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
（
中
部
地
区
農
業
改
良
普
及
所
）

ム
○
睡
○
こ
●
壕
ワ
↓

　
　
　
一
、
造
林
に
は
次
の
四
種

しょう山林貯蓄をしま
類
が
あ
り
ま
す
．

①
再
造
林
～
伐
採
前
針
葉

　
樹

②
拡
κ
造
林
（
原
野
）
～

原
野

③
拡
大
造
林
（
林
転
）
～

伐
採
前
広
葉
樹

④
階
段
造
林
～
段
切
（
面

　
積
は
二
十
ア
ー
ル
以

上
）

二
、
補
助
率

①
再
茄
林
は
都
業
費
の
三

　
＋
％

②
拡
大
造
林
は
事
業
費
の
四
十
％

③
階
段
造
林
は
事
業
蟄
の
六
十
％

三
、
国
の
補
助
対
象

①
一
般
造
林
は
五
ア
ー
ル
以
上

T
I
・
t
黛
ー
ー
上

事
壷
、

　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
轡
　
マ
，
’
冨
，
ト
》
＾
9
」

　
　
　
　
　
　
　
｝
塾
鉱

　
　
　
　
　
　
　
・
4
　
葵

①

紳醐・傑～・」’1’砥川”

鍛鵬楓
漣彪　　　　甚兜肥

②
階
段
造
林
は
二
十
ア
ー
ル
以
上

③
五
ア
ー
ル
未
満
一
ア
ー
ル
以
上
は

村
費
補
助

四
、
毎
年
三
月
末
日
ま
で
に
造
林
計

　
画
を
役
場
へ
提
出
す
る
。
も
し
届

　
け
も
れ
等
は
、
八
月
末
日
迄
に
提

　
出
す
る
。
そ
れ
以
降
は
認
め
な
い
。

五
、
肥
堵
管
理

　
山
林
肥
料
は
二
種
類
あ
る
．

①
マ
ル
ヤ
マ
固
形
肥
料
②
住
友
森
林

　
喜
（
粒
状
）

六
、
施
肥
方
法

①
マ
ル
ヤ
マ
間
形
肥
料
は
穴
掘
作
藁

　
が
必
要
（
穴
三
ヵ
所
）

②
住
友
森
林
一
号
は
バ
ラ
マ
キ

　
効
力
は
余
り
蕪
が
あ
り
ま
せ
ん
の

　
で
労
力
面
か
ら
バ
ラ
マ
キ
が
よ
い

七
、
施
肥
時
期

　
五
月
か
ら
六
月
下
旬
頃
ま
で
が
最

　
適
当
で
す
。

八
、
施
肥
量

①
住
及
森
林
一
号
は
軽
く
一
掘
り

　
　
（
約
＋
匁
）

　
　
　
　
　
　
（
三
面
へ
続
く
）

工◎

形鉾

痴
下

昭和58年2月15日東さカ、な

田
沢
中
の
屋
内

　
、
叢
擬
運
動
場
完
成

　
待
望
の
田
沢
中
学
校
匿
内
運
動
場

が
完
成
し
ま
し
た
。
既
報
の
よ
づ
に

工
事
は
昨
琿
七
月
か
ら
お
こ
な
わ
れ

約
半
年
ぶ
り
に
出
来
上
が
っ
た
も
の

で
、
総
工
費
は
約
四
千
万
円
、
本
匿

は
鉄
暢
造
り
で
十
五
間
×
二
十
五
聞

と
い
う
立
派
な
建
物
。
特
に
屋
根
の

構
造
に
意
が
用
い
ら
れ
、
降
雪
が
積

ら
す
に
自
然
落
下
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
．

　
去
る
一
月
二
十
一
日
か
ら
同
校
生

徒
達
は
、
広
い
運
動
場
を
一
ば
い

に
、
は
ち
き
れ
そ
れ
う
な
若
さ
を
躍

動
さ
せ
て
体
育
に
励
ん
で
い
ま
す
．

【
写
真
は
、
完
成
し
た
田
沢
中
屋
内

還
動
場
】

1
集
莞
り
箕
く
イ
》
．
箕
婁
り
慧
ー

（3》　第81号（鶏墾隷轟憂易器昌）

山滝竹樋山村村樋片高子《
田沢藤U本山山口岡野の西
　　　　　　　　　な戸
洋良敏雪和正費ま子夫仁夫子幸浩明行勝え

人
生
往
来

◎
産
斑

　照博　剛伊辰忠一芳父
晃　　 正　 三　　　　 の
　夫一　雄郎治蔵夫夫名

部
落
如
来
寺
山
崎

臼
羽
毛
鷹
羽

白
羽
毛

東
田
尻
干
溝
芋
川
重
地
宮
中

（
三
八
・
一
月
中
）

◎
御
異
裕
を
祈
る

上
原
　
ケ
サ
（
八
八
）

上
原
高
次
（
七
九
）

江
口
　
溝
古
（
七
四
）

滞
沢
　
再
平
（
七
二
）

滝
沢
福
一
良
（
六
九
）

山
田
権
三
郎
（
六
五
）

根
津
　
一
正
（
六
五
）

太
島
　
徳
松
（
八
五
）

徳
井
藤
太
郎
（
八
二
）

保
坂
　
マ
ス
（
六
〇
）

吉
楽
　
ハ
ナ
（
五
八
）

宮宮堀牧芋清田田上上通
　　之　　　田　　　　　り
中中内畑川山中中山山山

　
　
　
　
雷
の
中
に
閉
じ
こ
め
ら

せ
蔓
運
樂
崔
な
り
が

ら
　
ち
な
冬
の
生
活
を
、
ス
ボ

知
－
ツ
で
楽
し
も
う
く
中

お
　
里
村
体
育
協
会
で
は
三
月

の
下
旬
ま
で
に
、
次
の
よ
う

事
な
行
霧
櫟
す
る
講

行
霊
て
て
い
ま
究
大
い

　
　
　
に
参
加
し
て
下
さ
い
．

育
▼
ス
†
整

体
鑑
煮
旱
後
蒔

よ
り
山
崎
神
社
裏
山
ス
キ
監
場

講
師
　
田
沢
中
　
吉
川
修
先
生

受
講
料
無
料

▼
柔
剣
道
大
会

日
時
　
二
月
十
七
日
午
前
九
時

｝
　
場
所
　
田
沢
中
学
校
体
育
舘

「・
　
稲
別
　
有
段
者
無
段
者
別
各
個
人
臼

「
一
　
　
戦
、
団
体
戦

「｝
▼
村
民
ス
キ
i
大
会

一
臼
時
焉
二
＋
四
旱
前
九
時

一
▼
紘
響
青
年
、
般

厄
時
一
蔓
暴
九
時

齋
醐
欝
簾
劉

一　
　
　
　
　
　
　
ヤ

｝
醐
蜥
継
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般

　
　
　
対
抗
、
”
中
学
生
、

▼
村
民
排
球
禰
球
大
会

　
日
時
　
三
月
十
日
午
前
九
時

　
場
所
　
田
沢
中
学
棲
体
育
舘

　
稲
別
　
職
場
チ
ー
ム
対
抗

み
ん
な
の
商
工
会

　
法
制
化
さ
れ
た
商
工
会
が
発
足
し

て
か
ら
、
す
で
に
三
隼
を
経
過
し
ま

し
た
。
そ
の
間
、
各
位
の
ご
協
力
に

ま
す
ま
す
発
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を

よ
ろ
こ
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
商
工
会
の
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
す
で
に
ご
存
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
現
状
と
今
後
の
謹
題

な
ど
に
つ
い
て
述
べ
、
皆
様
の
ご
理

解
と
一
層
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◇
経
営
相
談

　
全
国
市
町
村
の
商
工
会
に
経
営
指

導
員
が
置
か
れ
、
商
工
業
者
の
経
理

相
談
、
経
営
診
断
、
税
理
問
題
尋
の

　
　
　
　
　
　
、
、

▼
鷹
羽
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

日
時
未
定

▼
野
球
講
習
会

日
時
未
定

騨
　
な
お
、
各
行
扇
と
も
詳
細
は
事
務

局
（
公
民
舘
）
か
ら
職
場
又
は
団
体

一
へ
盟
器
を
奮
け
い
た
し
ま

一
す
．

垂
●
4
［
強
く
ー
ー

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
に
つ
い
て

二
月
は
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
の

月
で
す
。
次
の
方
は
二
月
來
日
ま
で
、

に
申
告
と
納
税
を
し
て
下
さ
い
．

0
昭
和
三
十
七
年
中
に
親
族
そ
の
他

　
欝
　
羅

・
指
樽
に
あ
た
り
．
ま
た
各
稲
講
習
会

を
開
催
し
た
り
、
各
店
舗
を
訪
間
し

て
帳
簿
記
帳
の
指
導
や
、
陳
列
品
の

配
置
間
題
等
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

・
す
。
気
軽
に
指
導
員
を
利
用
し
て
下

さ
い
。

◇
金
融
あ
っ
旋
活
動

　
現
在
、
当
商
工
会
が
行
な
っ
て
い

る
貸
付
事
務
は
、
民
間
金
融
機
関
を

扱
っ
て
お
り
、
割
賦
返
済
（
一
ヵ
月

据
置
五
回
返
済
）
は
、
前
回
貸
付
総

襯
（
十
二
月
現
在
）
四
百
六
十
五
万

円
。
簿
期
返
済
（
二
ヵ
月
）
貸
付
総

額
六
十
五
万
円
．
こ
れ
ら
は
預
金
の

あ
る
方
に
、
預
金
額
に
応
じ
て
貸
付

け
て
い
る
わ
け
で
す
．
借
入
利
息
は

蚕
馨
…
電
藷

成
資
金
、
国
民
金
融
公
庫
貸
付
け
等

曙
馨
予
定
に
な
つ
て
い
肇

一
納
税
貯
金
も
ま
す
ま
す
成
果
を
あ
げ

冤
り
蓬

一
◇
失
業
保
険
の
加
入

｝
　
当
商
工
会
に
、
失
業
保
険
串
脇
組

合
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
各
商
工

蔽
黙
転
蕊
蘇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
准

え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
方
で
昭

和
三
十
六
年
ま
た
は
昭
和
三
十
五
葎

「
中
に
も
同
じ
人
か
ら
十
万
円
を
超
え

“
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
方
．

　
贈
与
を
畳
け
た
財
産
の
評
価
万
法

に
つ
い
て
は
、
贈
与
を
受
け
た
と
き

．
の
時
価
に
よ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
税
務
署
で
は
財
産
の
種
別

是
非
加
入
を
お
す
、
め
し
ま
す
。
設

し
い
こ
と
は
、
事
務
所
へ
お
い
で
下

さ
れ
ば
ご
説
朋
し
ま
す
。

◇
商
業
研
究
ク
ラ
ブ
の
週
営

　
各
万
面
の
経
嘗
形
態
や
、
各
自
の
一

今
後
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
グ
ル
ー
．

デ
研
署
稼
的
な
窪
を
蓄
．

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ

は
商
工
会
と
は
別
な
、
自
主
的
な
経

済
研
究
グ
ル
篭
プ
で
、
側
面
か
ら
資

料
を
提
供
し
た
り
、
指
導
者
を
心
配

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
短
月
剛
回
、
二
十
五
日
公
民

舘
で
定
例
研
究
会
を
開
き
ま
す
の
で

希
望
者
は
入
会
を
お
す
、
め
し
ま
す

　
そ
の
他
、
商
工
店
従
業
員
の
方
女

の
店
貴
会
（
仮
称
”
）
も
っ
く
り
た
い

と
目
下
研
究
中
で
す
。
ま
た
、
生
命

保
険
の
事
務
代
行
も
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
、
健
康
保
険
、
厚
生

年
金
等
も
各
商
工
業
従
業
員
に
適
用

し
た
い
と
研
究
し
て
お
り
ま
す
。
紙

面
の
都
含
で
概
況
に
と
ど
め
ま
し
た

が
、
今
後
も
指
様
と
と
も
に
研
究
し

［
帽
誠
し
て
い
き
た
い
シ
、
思
っ
て
お
り

ま
す
。
　
（
経
営
指
嶽
鋤
江
村
痔
夫
）

（
二
面
よ
り
つ
づ
き
）

②
マ
ル
ヤ
マ
固
形
肥
料
は
七
個

　
い
づ
れ
も
一
年
生
棊
鵬
で
一
年
経

　
過
す
る
ご
と
に
約
二
十
％
増
す
．

九
、
成
分
比

　
チ
ッ
ソ
一
五
リ
ン
サ
ン
八

カ
リ
八

十
、
施
肥
無
施
肥
比

　
図
1
参
照

＋
一
、
施
し
方

　
図
2
参
照
バ
ラ
マ
キ
は
根
元
の

　
上
方
へ
半
円
型
に
ま
く
。

　
な
お
肥
料
申
込
み
は
、
三
月
二
十

　
日
ま
で
に
役
場
係
に
申
込
ん
で
下

　
さ
い
。
　
　
　
（
産
業
建
設
課
）

に
標
雌
的
な
幕
準
価
格
と
そ
の
評
価

方
法
を
定
め
て
い
ま
す
か
ら
、
評
価

額
が
不
明
の
場
合
は
税
務
署
へ
ご
相

談
下
さ
い
。

田
（
自
作
地
）
旧
賃
貸
価
額
の
五
千

　
　
　
　
　
　
五
百
倍

畑
（
自
作
地
）
旧
賃
貸
価
額
の
七
千

　
　
　
　
　
　
七
百
倍

田
林
原
野
（
自
作
地
）
旧
賃
貸
価
額

　
　
　
　
　
　
の
一
万
八
千
倍

家
屋
　
市
町
村
の
固
定
資
産
税
評
価

　
　
　
傾

贈
与
税
の
処
期
納
制
度
に
つ
い
て

　
期
限
内
に
申
告
し
か
つ
納
付
す
る

税
額
が
三
万
円
を
超
え
る
場
合
で
、

一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
閉
難
な
理

由
が
あ
る
と
き
は
、
ゆ
請
に
よ
り
五

年
以
内
の
鉦
賦
延
納
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）


